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明科地域
龍門渕公園運動広場

堀金地域
堀金小学校

三郷地域
三郷文化公園

豊科地域
県民豊科運動広場

穂高地域
穂高東中学校

13 種目の競技に1,200 人
が参加。親子競技や、豪華
景品が当たるじゃんけん
大会などが行われました。

12 種 目 の 競 技 に 1,350
人が参加。ラグビーボー
ルやテニスラケットを使
った種目やニュースポー
ツなど多彩な競技が行わ
れました。

12 種 目 の 競 技 に 1,200
人が参加。恒例の地区公
民館対抗種目のほか、本
年は特産のリンゴの収穫
箱を使った競技も行われ
ました。

13 種 目 の 競 技 に 2,000
人が参加。騎馬戦や応急
担架を作る競技などが行
われました。

14 種 目 の 競 技 に 1,500
人が参加。各テントには
応援の横断幕が張られ、
会場では熱戦が繰り広げ
られました。

各地区公民館から、男性５人ずつ出
場して行う「綱引き」

綱引きの掛け声にも
力が入ります

毛布と竹で応急担架
を作ってゴールを目
指す「備えあれば」

応援にも熱が入ります（新屋区）

連続して跳ん
だ回数が得点
として加算さ
れる「一発逆
転みんなでジ
ャンプ」

各チームが一斉に競技する「綱引きトーナメント」
消防団の法被を着てリレーする

「火事場へ急げ」（堀金地域）

特産のリンゴの収穫箱を使った「りんご
コンテナ早積みリレー」

毎年、仮装して競技に参加
する人も

全地区公民館が紅白
に分かれての騎馬戦

「天下分け目の決戦」

各地区公民館の精鋭が
揃っての「開会式」

10 人一組でボールを
送る「宝を運び出せ」

競技の合間に、家族や仲間
と腹ごしらえ

３世代が一緒に競技する「仲間を集めて Finish（フィニッシュ）」

白熱した「地区対抗男女混
合リレー」

親子で息の合った二人三脚。子どもがパン食いをして
ゴールを目指す「親子のきずな」

10 月 14 日、21 日、 市
内５地域では恒例の市民運
動会が行われました。秋晴
れの空の下、熱い戦いと笑
顔がこぼれた各運動会の様
子をカメラで追いました。

2012

市民運動会

運動会に参加して
参加しやすくするため
競技内容や会場設営方
法を見直しました

さまざまな世代の人と
触れ合うことができる
大切な場です

市スポーツ推進委員
小泉地区公民館長

塩
し お は ら

原昭
しょういち

一さん
（明科・南陸郷区）

髙
た か や ま

山秀
ひ で ひ こ

彦さん（右）

赤
あ か は ね

羽正
ま さ み つ

光さん（左）
（豊科・本村区）

本 年度は準備の負担を減らすために、競技内容
や会場設営方法を見直し、簡素化しました。

各地区公民館の役員にも事前の準備を手伝っても
らい、多くの地域の皆さんの協力で開催すること
ができました。大勢の地域の皆さんが参加できる
イベントは少なくなってきており、住民同士の交
流を深めるためにも、今後も継続していきたいで
すね。

近 所に住みながら久しぶりに会う人もいて、
運動会は、同世代や、さまざまな世代の

人と触れ合うことができる大切な場だと感じて
います。地区公民館役員の皆さんは毎年の選手
集めに苦労していますが、若い人も積極的に参
加してもらえればと思います。

2012 市民運動会
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明
科
総
合
支
所
内
の
教
育
委
員
会

は
、現
在
の
明
科
公
民
館
に
移
転
し
、

12
月
25
日
（
火
）
か
ら
事
務
を
開
始

し
ま
す
。
現
在
の
明
科
公
民
館
は
講

堂
を
残
し
、
12
月
25
日
（
火
）
に
明

科
複
合
施
設
へ
移
転
し
ま
す
。

移
転
に
伴
う
改
修
工
事
の
た
め
、

11
月
12
日
（
月
）
か
ら
、
現
在
の
明

科
公
民
館
の
講
堂
を
除
く
全
室
が
貸

し
館
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
明
科
公
民
館
講
堂

は
、
新
し
い
講
堂
が
完
成
す
る
平
成

25
年
9
月
ま
で
引
き
続
き
貸
し
館
を

行
い
ま
す
。

明
科
複
合
施
設
内
に
明
科
総
合
支

所
と
明
科
公
民
館
が
移
転
し
、12
月
25

日（
火
）か
ら
事
務
を
開
始
し
ま
す
。

明
科
総
合
支
所
の
業
務
は
こ
れ
ま

で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
新
公
民
館

の
貸
し
館
開
始
は
、
平
成
25
年
１
月

5
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1
月
か
ら
の
利
用
の
申
し
込
み
は
、

12
月
3
日
（
月
）
午
前
8
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
利
用
で
き
る
部
屋
と
使

用
料
は
表
の
と
お
り
で
す
。
施
設
の

利
用
方
法
や
設
備
な
ど
詳
細
は
明
科

公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
新
施
設
の
概
要
な
ど
は
、
順
次

広
報
の
誌
面
等
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
き
ま
す
。

問
明
科
総
合
支
所

（
62・３
０
０
１
㈹ 

62・４
７
４
７
）

明
科
公
民
館

（
62・４
６
０
５ 

62・５
８
９
４
）

階 部屋 午前9時～
正午

午後1時～
午後4時

午後4時～
午後7時

午後7時～
午後9時30分

１階

和室 1 600 円 600 円 600 円 600 円
和室 2 600 円 600 円 600 円 600 円
※和室 1・2 800 円 800 円 800 円 800 円
和室 3 300 円 300 円 300 円 300 円
調理実習室 2,000 円 2,000 円 2,000 円 2,000 円
創作室 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円
講堂 3,000 円 3,000 円 3,000 円 3,000 円

２階
会議室 2 600 円 600 円 600 円 600 円
講義室 1 800 円 800 円 800 円 800 円
講義室 2 800 円 800 円 800 円 800 円
※講義室 1・2 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円

注目
情報

明
科
複
合
施
設
が
一
部
完
成
、
12
月
か
ら
使
用
を
開
始

事
務
所
の
位
置
、利
用
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

明
科
総
合
支
所
と
明
科
公
民
館
の
機
能
を
合
わ
せ
た
「
複
合
施
設
」
が
、

11
月
末
、
現
在
の
明
科
総
合
支
所
の
北
側
に
一
部
完
成
し
、
12
月
25
日
か

ら
使
用
を
開
始
し
ま
す
。
明
科
公
民
館
の
利
用
申
し
込
み
や
事
務
室
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

1F

2F

社会教育課

学校施設係

学校教育課

社
会
教
育
課

（
社
会
教
育
係
）

社
会
教
育
課

（
社
会
教
育
係
）

文化課

教育委員長・教育長室

教育次長室
…吹き抜け部分

教育指導室

ロビー

相談室

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

講　堂

正面玄関

スポーツ振興係
子ども支援係

社会教育課
スポーツ振興係
子ども支援係

教育総務係・学校庶務係
教育指導室・学校教育係

●教育委員会事務局（現明科公民館）の配置図

●明科複合施設（総合支所・明科公民館）の配置図

●公民館使用料（表）

講　堂

（平成25年９月完成予定）

（仮）出入口

トイレ

トイレ

授乳室
多目的トイレ

ホール

調理実習室

創作室

事務室

時間外受付

公民館機能

総合支所機能

和室１ 和室２

和室３

印刷室

1F
EV

地域支援課
市民福祉課
産業建設課

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

2F
授乳室

講義室１ 会議室２

EV

書庫

会議室３ホール

…吹き抜け部分
講堂

点検通路へ

講義室２

多目的トイレ

時間外受付

宿日直室

新
明
科
公
民
館
の
施
設
利
用
の

申
し
込
み
は
12
月
３
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

・※印は両部屋をつなげて同時に使用した場合の料金となります。
・上記のほか、冷暖房（時間帯１単位当たり）やオーディオ等を使用する場合は、別

途使用料が必要になります。
・講堂使用料の変更はありません。新講堂の使用開始は平成 25 年９月以降となります。
・会議室３をご利用する場合は、お問い合わせください。

市政トピックス市政トピックス

明科複合施設（総合支所・公民館）の
問い合わせ先（12 月 25 日～）

住　所　安曇野市明科中川手 6824 番地 1
代　表　462・3001 662・4747
公民館　462・4605 662・5894

移転後の教育委員会各課の
問い合わせ先（12 月 25 日～）
住所 安曇野市明科中川手 2914 番地 1
学校教育課　462・0133 662・5721
教 育 相 談　462・3521
社会教育課　462・4565 662・3525
文　化　課　462・3090 

教
育
委
員
会
は
現
在
の
明
科
公
民
館
へ
移
転

11 月末一部完成予定の明科複合施設（11 月９日）
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市政トピックス

■
豊
科
近
代
美
術
館
増
築
工
事
始
ま
る

■
豊
科
地
域
の
線
引
き
制
度
廃
止
に
伴
う
市
民
説
明
会
を
開
催

豊
科
近
代
美
術
館
の
増
築
工
事
起

工
式
が
10
月
23
日
、
美
術
館
東
側
の

工
事
予
定
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
70

人
が
出
席
し
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
今
回
の
工
事
は
、
市
文
化

振
興
計
画
で
市
の
文
化
活
動
の
拠
点

と
な
る
基
幹
美
術
館
と
位
置
付
け
る

豊
科
近
代
美
術
館
に
、小
川
大た
い
け
い系（
穂

昭
和
46
年
5
月
か
ら
約
40
年
に

わ
た
っ
て
豊
科
地
域
の
土
地
利
用
制

度
の
基
本
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
都

市
計
画
法
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
線
引

き
制
度
」
が
来
年
１
月
下
旬
を
め
ど

に
廃
止
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。市

で
は
、
線
引
き
制
度
廃
止
後
の

新
た
な
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

高
出
身
）
の
彫
刻
作
品
を
は
じ
め
、

現
在
、
市
の
各
施
設
で
収
蔵
す
る
美

術
品
な
ど
を
集
約
し
、
活
用
す
る
た

め
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
増
築
す

る
建
物
は
鉄
骨
2
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
約
７
０
６
平
方
㍍
、「
収
蔵

庫
」「
企
画
展
示
室
」
の
ほ
か
作
品

運
搬
車
の
車
寄
せ
を
整
備
し
ま
す
。

豊
科
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
下
記
の
4
会
場
で
行
い
ま

す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
計
画
課

　
（
72・３
１
１
１
㈹ 

72・３
５
６
９
）

工
事
費
は
2
億
３
７
０
０
万
円
で
、

財
源
に
は
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用

し
ま
す
、
完
成
は
平
成
25
年
8
月
の

予
定
で
す
。
宮
澤
市
長
は
「
市
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
充
実
を

図
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、市
民
の
交
流
の
場
と
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

起工式であいさつをする宮澤市長
市の都市計画の基本方針を記した

「都市計画マスタープラン」

■
行
政
委
員
会 

新
委
員
と
明
科
公
民
館
長
を
紹
介
し
ま
す

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
、
明
科
公
民

館
長
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
は
野の
も
と本
教み
ち
こ子
氏
が
退
任

し
、
新
た
に
宮み
や
ざ
わ澤
豊と
よ
ひ
ろ弘
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
11
月

9
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
8
日
ま
で

の
4
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
神ご

う
ど戸

美み

か佳
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
24
年
11
月
9
日
か
ら
平
成
27

年
11
月
8
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

ま
た
、
明
科
公
民
館
長
に
は
浅あ

さ
み見

郁い
く
こ子
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
24
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
10
月
31
日
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

教育委員
宮澤 豊弘

●説明会日程
開　催　日 場　所

11月29日（木） 細萱公民館
12月 3日（月） 真々部公民館
12月 5日（水） 豊科ふれあいホール
12月11日（火） 小瀬幅公民館

※時間は午後７時から開催

家庭から出るもえるごみの
約４割は生ごみです
生ごみ減量化器具を
使ってみませんか？

モニター
募　集

市ではもえるごみの減量を積極的に進めています。特にその
ほとんどが水分である生ごみの減量を推進しています。そこで、
生ごみの水切り器具を使うことによるもえるごみの減量効果
と、普及のための器具の使いやすさを検証するため、生ごみ水
きり器具「生ごみカラット」と「しぼりっ子」のモニターを募
集します。
●対象者　次の①から④（生ごみカラットについては⑤も含み

ます）までの要件をすべて満たしている人
①市内在住の人
②穂高総合支所まで器具を取りに来ることができる人
③１年間器具を使い、年に 4 回（3 カ月ごとに１週間）自分

のはかりで生ごみを計量することができる人
④アンケート等に回答できる人
⑤「生ごみカラット」の使い方説明会に参加できる人

●募集数　各器具とも 25 人（先着順）
●申し込み方法　11 月 26 日（月）から 12 月 3 日（月）まで（受

付時間：午前 8 時 30 分から午後 5 時、土日を除く）に電話で
お申し込みください。氏名、住所、電話番号、希望する器具
をお伝えください。

●その他　モニター協力者には期間終了後、器具を提供します。

生ごみカラット
水切りした生ごみを風通しのよ
い状態で保管する容器です。生
ごみが半乾燥となり、腐敗臭が
しません。

しぼりっ子
やわらかい材質で流しの三角コ
ーナーとして使いながら、生ご
みの水分を簡単に絞ることがで
きます。

問い合わせ・申込先
穂高総合支所内廃棄物対策課（482・3131 ㈹ 682・6622）

モニター対象容器
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医療費控除

障害者控除

医
療
費
控
除
と
は
？

　

納
税
者
本
人
、
ま
た
は
本
人
と
生
計

を
一
に
す
る
親
族
に
対
す
る
医
療
費

を
、
そ
の
納
税
者
が
支
払
っ
た
場
合

に
、
下
図
の
計
算
方
法
に
よ
る
金
額
を

所
得
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
際
に
支
払
っ
た
医
療
費
や
、
医

療
費
控
除
額
が
戻
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
と
な
る
医
療
費
は
？

医
師
な
ど
に
よ
る
診
療
・
治
療
の
費

用
や
、
診
療
・
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
、

医
療
用
器
具
の
購
入
費
な
ど
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
美
容
目
的
や
健
康
維
持
、

予
防
の
た
め
の
費
用
や
日
常
生
活
用
品

な
ど
、
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必

要
と
し
な
い
も
の
な
ど
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

【
対
象
に
な
ら
な
い
例
】

人
間
ド
ッ
ク
、予
防
接
種
、美
容
整
形

手
術
、
通
院
時
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
？

１　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
を

　

保
管
し
ま
し
ょ
う

　

確
定
申
告
の
際
に
領
収
書
（
原
本
）

が
必
要
で
す
。コ
ピ
ー
や
明
細
内
訳
書

の
み
で
は
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

２　

医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し
ま
す

医
療
費
控
除
額
の
計
算
方
法
の
流
れ

は
下
の
図
の
と
お
り
で
す
。
明
細
書
を

右
ペ
ー
ジ
の
記
入
例
を
参
考
に
作
成
し

ま
す
。

３　

確
定
申
告
書
を
作
成
し
、提
出
し
ま
す

「
24
年
分
医
療
費
の
明
細
書
」を
は
り

付
け
た
封
筒
に
、医
療
費
の
領
収
書
を

入
れ
、
確
定
申
告
書
と
一
緒
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
で
医
療
費
控
除
を
す

る
必
要
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市

県
民
税
額
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
市
県
民
税
の
申
告
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
様
式
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
任
意
の

用
紙
に
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
領
収
書
を
入
れ
る
封
筒

は
所
定
の
も
の
で
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　
（
72･

３
１
１
１
㈹　

72･

８
３
４
０
）

※所得金額の合計が 2,300,000 円の場合の記入例です。

今
か
ら
準
備
！
税
の
申
告

医
療
費
控
除
の
申
告
方
法

本
年
度
の
市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
期
間
は
2
月
18
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
で
す
。
申
告
期
間
が
終
了
間
近
に
な
る
と
、

相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●明細書の記入方法
①１月１日から 12 月 31 日までの１年間に支払った医療費を、医療を受けた人ごと、

病院ごとに集計します。
②保険契約や健康保険で支給される給付金や高額療養費なども忘れずに記入します。
③支払った医療費、保険金などで補てんされる金額の合計額をそれぞれ計算します。
④明細書右下の計算式に当てはめて、医療費控除額を計算します。

１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
額

－ － ＝

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
（
注
１
）

10
万
円
（
た
だ
し
、そ
の
年
の

所
得
の
合
計
額
が
２
０
０
万
円
未

満
の
人
は
、そ
の
金
額
の
５
％
）

医
療
費
控
除
額

生命保険契約などで支給される入院費給付金や、健康
保険などで支給される高額療養費などの金額です。

（注１）

●医療費控除額の計算方法

おむつ使用証明書の発行

対象者認定書の交付

確定申告の際に医療費の明細書を作成し、おむつ購
入の領収書と一緒に「おむつ使用証明書」を添付する
ことで、医療費控除が受けられます。証明書の発行を
希望される場合は、各総合支所内市民福祉課へ気軽に
お問い合わせください。
●対象者　6 カ月以上寝たきり状態にある人。または同

様の状態と認められる人で、医師がおむつの使用が
必要であると証明した人

※初めて控除を受ける場合、おむつ使用証明書は、主
治医が作成し交付します。

※ 2 回目以降は、介護保険の主治医意見書で、おむつの
必要性が確認できる場合に、市が発行する「主治医意
見書の内容確認をした書類」でも控除が受けられます。

身体障害者に準ずる者などとして、確定申告または
市県民税申告時に所得控除を受けられる「障害者控除
対象者認定書」を交付します。なお、交付された「障
害者控除対象者認定書」の原本は大切に保管し、申告
時には提示か写しを添付してください。また、要介護
3 以上で、すでに障害者控除を受けている人の中には、
特別障害者控除に該当する場合もありますのでお問い
合わせください。
●対象者　要介護認定を受けている年齢 65 歳以上で、

下記の表にあてはまる人
※直近の認定調査票・主治医意見書等をもとにした障

害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）または認
知症高齢者の日常生活自立度で判断します。

●申請方法　「障害者控除対象者認定申請書」に必要事
項を記入の上、各総合支所内市民福祉課に提出して
ください。申請書は市ホームページからもダウンロ
ードできます。

問おむつ使用証明書に関すること
各総合支所内市民福祉課市民福祉担当
問障害者控除に関すること

穂高総合支所内高齢者介護課介護支援係
（482･3131 ㈹ 681･1237）

状　態

障害者
控除

①要介護 1 以上の人
②日常生活を遂行する能力の中で、体幹の機能障害が

あり全般的に不安定さが見られ、生活の一部につい
て部分的介護を要する人

特別
障害者
控除

①要介護３以上の人
②日常生活活動の食事、排せつ、着替えのいずれにお

いても介護者の援助を全面的に必要とし、1 日中ベ
ットの上で過ごす状態である人

●平成 24 年 12 月 31 日現在の介護認定状況

●明細書の記入例

平成　　年分　医療費の明細書
この明細書は、申請書と
一緒に提出してください。

住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　

医療を受けた人 続柄 病院・薬局などの所在地・名称 控除の対象となる医療費の内訳 左のうち生命保険や社会保険
などで補填される金額治療内容・医療品名など 支払った医療費

合　　　　　　　　　　　　　　　計
A B

※上の明細については、適宜の用紙に記載の上、同封して提出していただいても差し支えありません。

支払った医療費 （合計） A円 

保 険 金 な ど で
補填される金額 B円 

差引金額
（A－B）

（赤字の時は 0 円） C円 

所得金額の合計額 D円 

D× 0.05 （赤字の時は 0 円） E円 

Eと10万円のいずれか
少ない方の金額 F円 

医療費控除額
（C－F）

（最高200万円、赤字の時は0円） G円 

【控除額の計算】

�
�
�
�
�

申請書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　　・退職所得及び山林所得がある場合……その所得金額
　　・ほかに申告分離課税の所得がある場合……その所得

金額（特別控除前の金額）
なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の

「4 繰越損失を差し引く計算」欄の�の金額を転記します。

申請書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

申請書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

�
�

�
�

※医療費の領収書をこの封筒に入れてください。
確定申告書、給与所得の源泉徴収票は、この封筒には入れないでください。

安曇　太郎

安曇野市豊科 4932-46
安曇　太郎

○○病院○○市○○

24

○○○ 87,000 0
154,000

250,000

250,000

2,300,000

190,000

115,000

100,000

90,000

60,000

60,000

60,000

9,000 0
○○○
○○○

□□医院□□町□□
△△薬局△△市△△

安曇　花子
〃

本人
妻
〃

①
②

③

④

※記入しきれない場合は、「別紙
明細」と記入し、別紙は封筒
に入れてください。A・B に
は別紙分も含めた合計を記入
します。



102012.11.21　広報あづみの11 広報あづみの　2012.11.21

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高
地区）のイルミネーションが 11 月 3 日から
来年１月 6 日まで行われています。（点灯時間
16：30 ～ 21：00）7 日の取材時には会場に多く
の人が訪れ、色とりどりの光の競演に歓声が響
いていました。また、市内では次の会場でも
イルミネーションが冬の夜を彩

いろど
ります。

・八面大王足湯　光の安曇野伝説
12月1日～１月31日（点灯時間17：00～22：00）

・ビレッジ安曇野 Azumino. 光のページェント
12月1日～１月31日（点灯時間17：00～23：00）

・穂高神社　安曇野神
か み あ か り

竹灯
12月7日～9日（点灯時間16：00～21：00）

記念列車「篠ノ井線 110 周年号」が 10 月
13 日、JR 塩尻駅－明科駅間で運行され、明
科駅で出発式が行われました。当日は、宮澤
市長が一日駅長を務め、記念列車に出発の合
図を送りました。記念列車には昭和 61 年ま
で使われていた旧型の車両が使用され、集
まった多くの鉄道ファンなどが写真を撮って
いました。明科駅は 1902 年（明治 35 年）6
月 15 日に開業、同年 12 月 15 日には篠ノ井
線全線も開通し、本年 110 年を迎えました。
地域の重要な公共交通機関として利用されて
きた篠ノ井線と明科駅。平成 26 年の北陸新
幹線金沢延伸により、明科駅は長野から安曇
野をつなぐ主要な駅として、また、市の東の
玄関口としてその役割が期待されます。

11/7　国営アルプスあづみの公園「Ring	Ring	Magic」

10/13　「篠ノ井線 110 周年号」出発式

色とりどりの光に包まれる

篠ノ井線と明科駅が110周年

第 44 回安曇野観光草競馬大会（安曇野競馬愛好会
主催）が 10 月 13 日、穂高牧の市営牧運動場で開催さ
れました。この日は、市内や県内外から競走馬やポニー
など約 20 頭が出走しました。

秋空の下、競走馬の迫力ある走りと、ポニーのかわ
いらしい走りにレースごとに観客から大きな声援が送
られていました。また、会場には小動物のふれあい広
場やポニーの乗馬体験も設けられ多くの家族連れでに
ぎわいました。

毎年乗馬体験を楽しみに来ている横内桜
お と や

都弥くん
（穂高有明・7 歳）と妹の虹

こ こ な

々菜ちゃん（5 歳）は「馬
に乗ったら、パパより身長が高くなった」とうれしそ
うに話してくれました。また、馬が好きで、塩尻市の
高ボッチから佐久市望月まで、１年中あちこちの草競
馬を見て回っているという村上昌

しょういち

一さん・咲
さ き こ

子さん夫
妻（穂高）は「今日は、親せきの馬が出場しているの
で応援したい」とレースを見守っていました。

10/13　第 44 回安曇野観光草競馬大会

秋晴れの下 ２０頭が疾走

小学生を対象にした「穂高人形の鎧を着てみよう」
と題したワークショップが 10 月 21 日、穂高交流学習
センター「みらい」で行われました。この催しは市内
各地のオフネを紹介する「安曇野のお祭り展Ｉ」（安
曇野のお祭り展実行委員会主催）の関連イベントとし
て行われたものです。当日は、13 組 15 人が参加。穂
高人形保存会の会員の皆さんが、穂高神社の御船祭り
で飾られる穂高人形の着物や鎧を、子どもたちに着付
けました。戦国時代の武将姿になった参加者と家族は、
会場に展示された穂高人形を背にそれぞれ記念写真を
撮っていました。伊達政宗の鎧を着た西

に し お

尾耕
こ う た

太くん（豊
科南小 2 年）は「かっこうよく着ることができまし
た」と鎧姿に満足そうでした。また、髙

た か の

野真
ま ほ

穂ちゃん・
敦
あ つ し

士くん（穂高北小 2 年）の父親の愼
しんいち

一さんは「子ど
もたちが地域の伝統行事に興味をもってもらえば」と
話していました。
「安曇野のお祭り展Ｉ」は豊科郷土博物館では 12 月

2 日まで、豊科・穂高両交流学習センターでは 12 月 1
日まで行われています。

10/21　ワークショップ「穂高人形の鎧
よろい

を着てみよう」

戦国時代の武将に変身

第 13 回安曇野の自然と文化を考える会発
表会（平

ひ ら た

田進
のぶあき

彬会長）が、11 月 2 日から 4
日まで碌山公園研成ホールで開催されまし
た。この発表会は、会員相互の研さんと地域
文化の振興を目的に行われているものです。会
場では、絵画や彫刻、写真、華道、昆虫の標本
などさまざまな作品約 280 点が展示されま
した。今回は碌山美術館の建設や運営に貢
献された所

ところ

四
し で お

出男先生の特別企画展も同時
に行われ、多くの人が訪れていました。

9 月に行われたロンドン・2012 パラリン
ピックの陸上競技（車イス）に出場した樋
口政幸選手（豊科）が 10 月 25 日、宮澤市
長を表敬訪問し、県安曇野庁舎で大会の様
子などを報告しました。大会では 800㍍で
14 位、フルマラソンで 13 位の成績でした。
樋口選手は「外国選手の本番での強さを肌
で感じた。力を付けて次の大会も出場した
い」と話しました。宮澤市長は「市民に期
待と感動を与えてもらった。次も頑張って
ほしい」とねぎらいました。今後はトラッ
ク競技に専念するという樋口選手。次回の
ブラジル・リオデジャネイロ大会では日本
人初のトラック競技決勝進出を目指します。

11/3　第１３回安曇野の自然と文化を考える会発表会

10/25　樋口政幸選手パラリンピック出場報告

地域文化の振興を願って

リオ大会に向け再始動



安曇野市教育委員会

生涯学習
中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801

三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124
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●
日
時　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

午
後
2
時
開
式

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ッ
ツ（
豊
科
南
穂
高
３
８
０
０
‐
１
）

●
対
象　

平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
5
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
人
も
し
く
は
、
他
市
町
村
の
中

学
校
等
を
卒
業
後
転
入
し
、
平
成
24

年
10
月
１
日
現
在
安
曇
野
市
に
住
所

を
有
す
る
人
。

※
会
場
に
は
十
分
な
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
乗
り
合
わ
せ
な
ど
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
多
数
の
た
め
、
写
真
撮
影
時

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

栄さ
か
え
ち
ょ
う町
遺
跡
の
発
掘

（
明
科
中
川
手
）

栄
町
遺
跡
は
明
科
総
合
支
所
周
辺
に
広
が

っ
て
い
る
、古
墳
～
平
安
時
代
の
遺
跡
で
す
。

今
秋
、公
共
施
設
建
設
に
先
立
ち
、こ
の
遺
跡

で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
、
約
１
２
０
㎡
の
範
囲
か
ら
、
古
墳
時
代

の
竪
穴
住
居
が
2
軒
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

栄
町
遺
跡
で
は
、
今
回
の
発
掘
も
含
め
て

過
去
に
4
回
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
、
明
科
総
合
支
所
周
辺

が
広
く
古
墳
時
代
の
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
町
の
古
墳
時
代
集
落
は
市
内
で
も
屈
指

の
規
模
で
す
。
こ
の
時
期
は
7
世
紀
後
半
に

建
て
ら
れ
た
古
代
寺
院
で
あ
る
明あ

か
し
な科
廃は
い
じ寺
造

営
前
夜
で
も
あ
り
、
当
時
の
繁
栄
が
し
の
ば

れ
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
12

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

平
成
25
年
安
曇
野
市
成
人
式
を
開
催
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

平成 24 年成人式

□受付時間と写真撮影時間
受付Ａ（大ホール）≪豊科北中学校、豊科南中学校、三郷中学校卒業生≫

受付Ｂ（中ホール）≪穂高東中学校、穂高西中学校、堀金中学校、明科中学校、市外中学校卒業生≫

受付時間 写真撮影 学校（クラス）
① 11:45 ～ 12:15 12:25 豊科北中学校卒業生（1 ～ 2 組）
② 12:00 ～ 12:30 12:40 豊科北中学校卒業生（3 ～ 4 組）
③ 12:15 ～ 12:45 12:55 豊科南中学校卒業生（全組）
④ 12:30 ～ 13:00 13:10 三郷中学校卒業生（1 ～ 3 組）
⑤ 12:45 ～ 13:15 13:25 三郷中学校卒業生（4 ～ 5 組）

受付時間 写真撮影 学校 ( クラス )
① 11:45 ～ 12:15 12:25 穂高東中学校卒業生（1 ～ 3 組）
② 12:00 ～ 12:30 12:40 穂高東中学校卒業生（4 ～ 5 組）
③ 12:15 ～ 12:45 12:55 穂高西中学校卒業生（1 ～ 2 組）
④ 12:30 ～ 13:00 13:10 穂高西中学校卒業生（3 ～ 4 組）
⑤ 12:45 ～ 13:15 13:25 堀金中学校卒業生（全組）

⑥ 13:00 ～ 13:30 13:40 明科中学校卒業生（全組）
市外の中学校等の卒業生

受付校受付校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
目

や
耳
な
ど
か
ら
の
情
報
を
頭
で
判
断

し
、
身
体
を
動
か
す
過
程
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
能
力
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
体
の

巧
み
な
動
き
、
多
様
な
動
き
を
身
に
付

け
る
、
い
わ
ゆ
る
運
動
神
経
を
よ
く
す

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
親
子
で
楽
し

く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
9
日
（
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
対
象　

小
学
校
1
年
か
ら
4
年
生
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
講
師　

日
本
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会
公
認
講
師

●
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

●
定
員　

25
組
（
先
着
順
）

●
服
装　

運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
用

上
履
き

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
等

●
申
し
込
み　

11
月
27
日
（
火
）
か
ら

11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。受
付
時
間
は
、

平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

豊
科
細
萱
に
生
ま
れ
、
日
本
航
空
史

上
最
初
の
長
距
離
高
速
通
信
飛
行
の
世

界
記
録
を
作
り
「
世
紀
の
鳥
人
」
と
称

さ
れ
た
飯
沼
正
明
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
な
お
、
全
2
回
の
出
席
を
原
則
と

し
ま
す
。

●
内
容
と
日
程

【
第
1
回
】

講
義
「
神
風
号
の
飛
行
士
飯
沼
正
明
と

　
　

そ
の
時
代
」

▽
日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後
7
時

～
8
時
30
分

▽
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

【
第
２
回
】

飯
沼
飛
行
士
記
念
館
の
説
明
お
よ
び
見
学

▽
日
時　

１
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

▽
場
所　

飯
沼
飛
行
士
記
念
館
（
豊
科

南
穂
高
３
８
８
８
）

●
講
師　

信
濃
史
学
会
員　

高
原　

正
文
さ
ん

●
受
講
方
法　

事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

市
販
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
絵
や
写
真
の

入
っ
た
年
賀
状
を
作
る
方
法
を
学
び
ま

す
。●

日
時　

12
月
11
日
（
火
）
～
13
日

（
木
）
の
3
日
間　

午
後
１
時
30
分
～

3
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象
者　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、
Ｖ

ｉ
ｓ
ｔ
ａ
、
7
の
い
ず
れ
か
の
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
で
き
、
文
字
入
力
等
あ

る
程
度
操
作
が
で
き
る
人
。
ま
た
、

3
日
間
す
べ
て
に
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

６
０
０
円
＋
別
途
テ
キ
ス

ト
代

●
講
師　

田
中
さ
お
り 

さ
ん

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

11
月
28
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
豊
科
公
民
館
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

親
子
体
験
会　

参
加
者
募
集

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
の
先
人
を
学
ぶ

飯
沼
正
明
講
座

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
講
座

参
加
者
募
集

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

カマド周辺から出土した土器
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お
す
す
め
の
一
冊

蟬せ
み

し
ぐ
れ

藤
沢　

周
平
著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

近野京子さん
（穂高柏原）

自
然
豊
か
な
海う
な
さ
か
は
ん

坂
藩
（
架
空
の
藩
）
を

舞
台
に
若
き
少
年
藩
士
「
牧
文
四
郎
」
が

苦
難
を
乗
り
越
え
て
成
長
し
て
い
く
物
語

で
す
。
剣
の
修
業
に
余
念
の
な
い
日
々
の

中
で
、
隣
家
の
娘
「
ふ
く
」
と
の
淡
い
恋
、

幼
な
じ
み
の
仲
間
と
の
友
情
、
そ
し
て
政

変
に
巻
き
込
ま
れ
反
逆
の
罪
で
切
腹
さ
せ

ら
れ
た
父
と
の
別
れ
。
家か
ろ
く禄
を
減
ら
さ
れ
、

運
命
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
な
が
ら
も
大
人
に
な
っ

て
い
く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

藤
沢
作
品
の
名
作
の
一
つ
で
ド
ラ
マ
や

映
画
化
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
作
か
ら
は

作
者
の
詩
情
溢あ
ふ

れ
る
文
が
心
に
染
み
入
り

ま
す
。
ま
た
、
海
坂
藩
の
美
し
い
自
然
描

写
も
き
れ
い
で
読
ん
で
い
て
目
の
前
に
風

景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
文
四
郎
の
ま
っ

す
ぐ
に
成
長
す
る
姿
が
爽
や
か
で
す
。

時
代
小
説
は
…
と
い
う
方
に
も
長
編
小

説
で
す
が
読
み
や
す
く
、
ぐ
い
ぐ
い
物
語

に
引
き
込
ま
れ
、
再
読
し
た
く
な
る
お
す

す
め
の
一
冊
で
す
。

図書館映画上映会（入場無料） 
「人間になりたがった猫」劇団四季ミュージカル

2009 年  日本
●日時　14 日（金）
　　　　開場 18：30　上映 19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

世界名作アニメ 「ピノキオ」
●日時　8 日（土）
　　　　開場 10：00　上映 10：30 ～正午
●場所　豊科交流学習センター「きぼう」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　19日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館
　　　　　　　　　　おはなしのへや
堀金図書館　●日時　19日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館
　　　　　　　　　　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　5・12・19・26 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　15 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　（クリスマス会）
　　豊科図書館多目的室
　　14 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　（クリスマス会）
　　豊科図書館多目的室
　　14 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　クリスマス会
　　三郷公民館講義室
　　 8 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　12 日（水） 10：30 ～（乳幼児対象）
　　18 日（火） 16：20 ～（幼児以上対象）

12月の図書館催し 穂
高
地
域
の
思
想
や
教
育
活
動
史

の
一
時
代
を
築
き
さ
ま
ざ
ま
な
逸
材
を

輩
出
し
た
、
東
穂
高
禁
酒
会
と
研
成
義

塾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
覧
会
を
、
碌

山
美
術
館
協
力
監
修
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。今

年
春
に
同
美
術
館
で
行
い
高
評
価

を
得
た
展
覧
会
と
同
じ
テ
ー
マ
で
、
地

域
の
歴
史
や
人
物
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
回

「
み
ら
い
」
で
再
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
会
期　

12
月
7
日
（
金
）
～
1
月
9

日
（
水
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
・
み
ら
い
展
示
・
交
流
ギ
ャ
ラ
リ

ー
●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
9
時
30
分

●
休
館　

木
曜
日
、
12
月
27
日
（
木
）

～
１
月
4
日
（
金
）

●
観
覧
料　

無
料

●
展
示
説
明
会　

12
月
16
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
、
碌
山
美
術
館
職

員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

「
み
ら
い
」
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ワ
サ
ビ
漬
け
作
り
体
験
会
を
開
催
し

ま
す
。
体
験
し
て
み
た
い
人
は
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
15
日　
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
・

せ
せ
ら
ぎ　

ホ
ー
ル･

調
理
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
者

●
持
ち
物　

包
丁
・
ま
な
板
（
持
参
可

能
な
人
）・
前
掛
け･

ず
き
ん
（
手

ぬ
ぐ
い
）・
持
ち
帰
り
用
容
器
（
持

ち
帰
り
の
ワ
サ
ビ
漬
け
約
２
０
０
グ

ラ
ム
）

●
費
用　

材
料
費
５
０
０
円
（
ワ
サ
ビ

･

酒
か
す･

調
味
料
）

●
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

12
月
1
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
来

館
す
る
か
、も
し
く
は
電
話
、フ
ァ
ク

ス（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
自
然
体
検
交
流
セ
ン
タ
ー
・
せ
せ

ら
ぎ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で
、

お
話
と
ジ
ャ
ズ
の
音
色
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対
象　

小
中
学
生
、
一
般
。
幼
児
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
出
演　

お
は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル
、
ひ

ば
り
の
会
、四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
、

モ
ダ
ン
・
デ
ュ
ー
ク
ス

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

60
人（
事
前
申
込
み
は
不
要
）

冬
は
、野
鳥
観
察
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
、
野
鳥
観
察
を

し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
で
は
、
野
鳥
の
撮
影
方
法

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。全
3
回
で
す

が
、１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。小

学
生
や
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回　

水
鳥
の
観
察

●
日
時　

１
月
19
日
（
土
）
午
前
9
時

～
11
時

●
場
所　

明
科
御
宝
田
遊
水
池
（
現
地

集
合
・
解
散
）

●
講
師　

丸
山
隆
さ
ん（
信
州
野
鳥
の
会
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

穂
高
東
中
学
校
と
穂
高
西
中
学
校
の

美
術
部
の
交
流
と
、
ま
た
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
、
普
段
鑑
賞
す
る
機
会
が
な
い

中
学
生
の
作
品
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

土
日
は
両
校
の
美
術
部
員
が
受
付
・

案
内
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
1
日（
土
）～
16
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

※
水
曜
日
は
休
館

●
入
場
料　

無
料

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

●
受
講
料　

70
円
（
保
険
料
）

●
服
装　

暖
か
い
服
装

●
持
ち
物　

カ
メ
ラ
・
観
察
用
双
眼
鏡

第
2
回　

里
山
の
野
鳥
観
察

●
日
時　

2
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時

～
11
時

●
場
所　

明
科
廃
線
敷　

第
3
回　

野
鳥
写
真
の
撮
り
方

●
日
時　

3
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時

～
11
時

●
場
所　

豊
科
郷
土
博
物
館
学
習
室

●
申
し
込
み　

11
月
27
日
（
火
）
～
１

月
17
日
（
木
）
の
間
に
、
郷
土
博
物

館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で

※
詳
細
は
お
申
し
込
み
の
際
、
ご
案
内

し
ま
す
。

「
認
知
症
（
い
わ
ゆ
る
ボ
ケ
症
状
）

と
は
何
か
」
～
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を

保
ち
な
が
ら
老
い
る
た
め
に
～
と
題
し

て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
24
日
（
土
）
午
後
2
時

～
午
後
4
時

●
入
場
料　

無
料

●
講
師　

井
口
寛
次
さ
ん
（
医
療
法
人

研
成
会
会
長　

井
口
喜
源
治
記
念
館

理
事
長
）

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先　

井
口
喜
源
治
記
念

館
（
82
・
５
５
７
０
）

東
穂
高
禁
酒
会
と

研
成
義
塾
展
の
開
催

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

「
冬
の
野
鳥
観
察
会
と
野
鳥
撮

影
を
学
ぼ
う
」
受
講
者
募
集

豊
科
郷
土
博
物
館

 

72
・
５
６
７
２

穂
高
東
・
西
中
学
校
美
術
部

合
同
展
覧
会
の
開
催

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

井
口
喜
源
治
記
念
館
講
演
会

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

ワ
サ
ビ
漬
け
作
り
体
験
会

参
加
者
募
集

自
然
体
検
交
流
セ
ン
タ
ー
・
せ
せ
ら
ぎ

 

62
・
６
６
６
７

ジ
ャ
ズ
と
お
話
で
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
総
合
支
所
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

安
曇
野
交
通
安
全
協
会
で
は
、運
転

免
許
更
新
者
を
対
象
に
特
定
任
意
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
を
受
け
る
と
、更
新
時
の
講

習
は
免
除
さ
れ
ま
す
。な
お
、優
良
運
転

者
は
受
講
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
木
）　

午
後
7
時
～
9
時
（
受
付
時
間
は
午

後
6
時
30
分
か
ら
7
時
）

●
場
所　

穂
高
会
館
第
2
会
議
室

●
対
象
者　

12
月
7
日
か
ら
平
成
25
年

6
月
6
日
ま
で
の
間
に
運
転
免
許
を

更
新
す
る
人

※
70
歳
以
上
の
人
・
更
新
時
に
70
歳
に

な
る
人
は
、
別
講
習
が
必
要
な
た
め

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
講
料　

１
５
０
０
円　

※
お
つ
り

の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
筆
記
用
具

●
問
い
合
わ
せ
先　

安
曇
野
交
通
安
全

協
会　
（
72
・
２
２
６
３
）

市
議
会
12
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本

会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
試
験
的
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

な
お
、
会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
会
期　

11
月
30
日
（
金
）

　

～
12
月
19
日
（
水
）（
予
定
）　

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

介
護
食
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
や
家
庭

料
理
か
ら
作
り
変
え
る
工
夫
な
ど
、
家

庭
で
役
立
つ
介
護
食
の
お
話
し
を
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
4
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

大や
ま
と和
純じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん
（
穂
高
病
院

管
理
栄
養
士
）

●
対
象　

介
護
者
お
よ
び
介
護
に
関
心

を
お
持
ち
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
26
日
（
月
）
か
ら

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

市
で
は
、
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管

理
や
契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認

知
症
や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不

安
が
あ
る
人
、
ま
た
、
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

12
月
7
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
）

借
金
問
題
に
、
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。借
金
問
題
で
お
困
り
の
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
12
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
松
本
商
工
会
館
１
階
）

●
申
し
込
み　

面
接
は
予
約
制
で
す
。

11
月
26
日
（
月
）
か
ら
松
本
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
35･

１
５
５
６
）へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
の
権
利
登
記
や
、会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど

の
登
記
、
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
な
ど
、関
連
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
木
）
午
前
9
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
29
日
（
木
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71･

２
１
５
６ 

71･

２
１
５
０
）

運
転
免
許
更
新　

特
定
任
意
講
習
会

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

会

議

習

講

談

相人権と男女共同参画
市男女共同参画コミュニケーター

青栁のり子

人 権 コ ラ ム

安曇野市男女共同参画計画は、平成 20 年に
策定、翌年に推進条例が制定されました。この
計画を踏まえて、皆さんの自治会では何か変化
がありましたか？

市民の意識調査によると、男女が平等でない
と感じられる分野に「社会通念・慣行・しきたり」
が挙げられています。少しずつは改善されてき
ていますが、男女の人権の尊重と平等に向けて、
この「社会制度・慣行」について意識改革と見
直しをすることが、大きな目標の一つです。

安曇野の女性たちは、豊かな地域性を生かし、
慣習に縛られない新しい分野の先導者となり、
一人の人間として、生き生きと活躍しています。
このような時代背景の中、家庭での男女共同参
画は認識されるようになりました。共同参画計
画の理念を踏まえ、地域社会においても推進さ
れなければなりません。

そこで求められるのは、女性自身の参画意識
の改革ではないでしょうか。一歩前へ出なけれ
ば始まらないと女性自身が感じ、行動に移すこ
とです。一人ひとりの意識の変化が共感を呼び、
より多くの女性の意志と行動が集まれば、少し
ずつでも、地域を変えていくことができると思
います。そのわずかな変化の積み重ねが、「社
会通念・慣行・しきたり」の変革にもつながっ
ていくのではないでしょうか。

人権の擁護に配慮できる、自尊心と思いやり
の心を幼児期から養い、観光だけではなく、住
みやすい安曇野として全国にアピールできるよ
う望みます。

介
護
講
習
会
を
開
催

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）
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32
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定
ク

イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
②　

問
題
２
…
④

問
題
３
…
②　

問
題
４
…
③

●
対
象
者　

▽
平
成
25
年
3
月
31
日
現

在
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
1
月
に
受
診

券
を
郵
送
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
）
▽
昨
年
度
の
対
象
者
（
平
成

25
年
3
月
31
日
現
在
41
・
46
・
51
・

56
・
61
・
66
・
71
歳
）
で
、
昨
年
度

に
受
診
が
で
き
な
か
っ
た
人
（
申
し

込
み
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

昨
年
度
対
象
者
で
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、１
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
各
会
場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
１
９
８
８
年
に
12
月

１
日
を
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
と
定
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
県
と
県
教
育

委
員
会
で
は
、
本
年
度
「“
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
”

Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｓ　

Ｏ
Ｎ
…
～
エ
イ
ズ
は
続
い

て
い
る
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
11
月
25

日
（
日
）
か
ら
12
月
１
日
（
土
）
を
普

及
啓
発
週
間
と
し
、
感
染
症
予
防
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
感
染
拡

大
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差

別
や
偏
見
の
解
消
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
障
害
者
（
主
に
心
の
病
を

持
つ
人
）
へ
の
理
解
を
深
め
、
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
時
間
を
作
る
こ
と

を
テ
ー
マ
に
始
ま
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
た
だ
け
る

実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
第
1
回
実
行
委
員
会

日
程　

平
成
25
年
1
月
下
旬
予
定

場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

※
実
行
委
員
会
は
全
部
で
6
～
7
回
開

催
予
定
で
す
。

●
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
時
期

平
成
25
年
7
月
～
8
月

※
昨
年
は
事
業
所
作
業
で
の
体
験
交

流
、
参
加
者
全
員
で
の
大
き
な
絵
画

の
作
成
、
作
業
風
景
の
上
映
や
自
主

製
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
か
、
通
勤
・

通
学
す
る
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
26

日
（
月
）
か
ら
12
月
25
日
（
火
）
ま

で
の
間
に
社
会
福
祉
課
か
、
ア
ル
プ

ス
ホ
ー
ム（
72
・
６
２
１
２
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
の
節
目
年
齢
の
人
を
対
象

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
昨
年
度
対
象
者
で
受
診
で

き
な
か
っ
た
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

●
内
容　

問
診
・
血
液
検
査
（
Ｈ
Ｂ
ｓ

抗
原
検
査
・
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査
）

●
費
用　

無
料

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

市が認定した特定開発事業

寄附・寄贈のお礼
【敬称略】　8/22 ～ 10/27

▷脇直基　10,000 円　ふるさと寄附「重
点プロジェクト」　▷穂高ライオンズク
ラブ会長　林順一　150,000 円　穂高
地域小中学校図書購入費として　▷石
川孝子　50,000 円　ふるさと寄附「水
のプロジェクト」　▷左木康晴　10,000
円　ふるさと寄附「水のプロジェク
ト」　▷鳥羽泰子・鳥羽泰之　川端
康成の書 2 点　市へ　▷安曇野工業会
会長　遠藤正壽　柿の木 2 本・さつき
苗木 10 本　堀金児童館へ　▷（有）中
信代表　宮川秀夫　木製案内板（山の
名称や標高が掲載された案内板）　長峰
荘へ　▷安曇野市商工会明科支部青年
部長　岡田進　絵本　明科北保育園と
明科南保育園へそれぞれ 2 万円分ず
つ　▷馬場田由起子　飯沼飛行士の写
真はがき 3 枚　飯沼飛行士記念館へ
▷（有）凌雲堂代表取締役　赤羽好三
額装「信濃の国」　市中央図書館へ

市
内
公
園
の
ト
イ
レ
で
破
損
・
落
書

な
ど
の
行
為
が
増
え
て
い
ま
す
。

公
園
は
市
民
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
つ
ま
で

も
き
れ
い
で
気
持
ち
の
良
い
公
園
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

康

健
・

祉

福節
目
年
齢
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

第
４
回
地
域
で
共
に
生
き
よ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
を
募
集

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

公
園
の
ト
イ
レ
を
大
切
に

問
豊
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

11
月
25
日（
日
）～
12
月
１
日（
土
）は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
普
及
啓
発
週
間

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

場所 電話番号 実施日

豊科保健センター 72・9970
2 月 4 日（月）5 日（火）

6 日（水）

三郷保健センター 77・9111
2 月 7 日（木）8 日（金）

10 日（日）

明科保健センター 81・2251 2 月 12 日（火）
堀金保健センター 73・5770 2 月 13 日（水）

穂高保健センター 81・0711
2 月 14 日（木）15 日（金）

18 日（月）19 日（火）

●場所・連絡先・実施日

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

地域での食の活動交流
をのぞいてみませんか

栄養士会中信支部が主催する、松
本大学総合経営学部観光ホスピタ
リティ学科教授の白戸洋先生とゼ
ミナールの学生の講演会です。松
本大学の地域活動から、地域での
食の生かし方を見直しませんか。
地域と先生、学生が考案した試食
の無料配布もあります。

日：12 月１日（土）
　13：30～15：30
場：穂高健康支援
　センター

定：60 人
料：無料

申：不要
問：長野県栄養士会中信

支部 役員　柴田さん
　473・5770 673・5775
　（堀金保健センター内）

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

10 月分の空間放射線量 測定
結果　いずれの地点においても健康に影響のない値

でした。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

10/２㈫ 10/9㈫ 10/16㈫ 10/23㈫ 10/30㈫
本 庁 舎 0.12 0.10 0.09 0.10 0.11
豊科庁舎 0.09 0.09 0.10 0.10 0.10
穂高庁舎 0.09 0.09 0.08 0.09 0.10
三郷庁舎 0.10 0.09 0.09 0.10 0.10
堀金庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09 0.10
明科庁舎 0.09 0.08 0.09 0.09 0.09
穂高健康

支援センター 0.10 0.10 0.10 0.10 0.11

り

く

づ

ち

ま

問豊建築住宅課開発調整係（472･3111 ㈹ 672･3569）

　まちづくりの目標像および基本方針に反しない内容の開発事業として以下の事業を認定しました。

事業者 木村 勇
安曇野不動産株式会社 
代表取締役
等々力 政彦

塚田不動産株式会社 
代表取締役
塚田 清光

ソフトバンクモバイル
株式会社 モバイルネッ
トワーク本部 東京技術
統括部 基地局建設部 
部長 吉川 充

株式会社等々力不動産 
代表取締役 等々力 充

認定日 平成24年9月6日 平成24 年9 月10 日 平成24 年9 月10 日 平成24 年9 月21 日 平成24 年10 月16 日

事業地 穂高柏原5128番 穂高1347 番1、1349
番、1355 番4

堀金烏川5618 番、
5619 番 明科七貴6791 番1 穂高5493 番1

事業の目的 一般住宅 建売住宅（4 戸） 建売住宅（5 戸） 携帯電話無線基地局 建売住宅（3 戸）

平成 25 年１月１日から施行　家事事件手続法
家事事件手続法とは、家事事件の手続きを定める法律です。国民に利用しやすく現代社会に適合した家事事

件の手続きを定めるために新たに制定されました。
これにより、事件の当事者であれば家事審判事件の記録を見たり、コピーすることが原則として許可された

り、電話会議・テレビ会議システムを利用できるようになります。
家事事件の手続きについて詳しく知りたい人は、裁判所ウェブサイト

（http://www.courts.go.jp/）や家庭裁判所の家事手続案内をご利用ください。
●問い合わせ先　長野地方裁判所事務局総務課庶務係
　（4026・403・2008 6026・235・4062）
問本総務課庶務係（471･2000 ㈹ 671･5155）
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手
ば
か
り
で
覚
え
る

　

自
分
の
食
事
量
【
主
菜
編
】

思
っ
た
よ
り
少
な
い
主
菜
の
量

「
主
菜
」と
は
肉
類
や
魚
介
類
、卵
類
、

大
豆
製
品
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く

含
む
お
か
ず
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

で
は
、
１
日
に
取
る
主
菜
の
適
量
を

手
ば
か
り
栄
養
法
で
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
体
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
量

は
意
外
に
少
な
く
、
１
日
分
は
両
手
に

乗
る
程
度
で
す
。（
写
真
）

食
べ
過
ぎ
に
注
意

主
菜
は
、
タ
ン
パ
ク
質
に
脂
を
含
む

う
え
、
調
理
す
る
こ
と
で
油
や
調
味
料

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
飯
や
ア
ル
コ

ー
ル
と
も
相
性
が
良
く
、
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
こ
う
す
る
と

体
内
で
イ
ン
ス
リ
ン
を
必
要
以
上
に
使

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
主

菜
を
適
量
に
す
る
こ
と
は
イ
ン
ス
リ
ン

の
節
約
に
な
る
の
で
す
。

主
菜
と
繊
維
質
の
多
い
副
菜
の

組
み
合
わ
せ
で
食
べ
応
え
ア
ッ
プ

野
菜
や
海
草
類
な
ど
の
副
菜
類
は
繊

維
質
が
多
く
、
主
菜
と
上
手
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
食
べ
応
え
が
あ
り
、

脂
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
副
菜
に
つ
い
て
は
1
月

号
で
詳
し
く
取
り
上
げ
ま
す
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

生活習慣病である糖尿病（２型）の予防のポ
イントは体の中で血糖値を下げる働きのある
インスリンを節約することです。５月号で「手
ばかりで覚える自分の食事量」を紹介しまし
たが、今回は１日に摂取する主菜の量を確認
してみましょう。皆さんもぜひ家庭で実践し
てみてください。

 
 

NO. ８（全 12 回）

糖尿病を予防する

材料（4 人分）
ご飯  600㌘
キュウリ  １本
プロセスチーズ  80㌘
ゆで卵 １個
パプリカ（赤） 40㌘
スキムミルク  小さじ４

砂糖……大さじ２
塩………小さじ１
酢………大さじ４

市食生活改善推進協議会明科支
部では、乳製品を取り入れた料
理教室を開催しました。今回は、
その中から「彩りちらし」を紹
介します。

「食」で育む健康で豊かな人づくり

彩
いろど

りちらし

①：ご飯は、ややかために炊く。
②：Ａを混ぜ、合わせ酢を作る。
③：キュウリは小口切りにし、チーズは１㌢角に切る。
④：パプリカは種を取り、すりおろす。すりおろしきれな

かった余りは包丁で細かく切る。
⑤：ボールに温かいご飯を入れ、スキムミルクと②、④の

パプリカを汁ごと入れる。
⑥：⑤に③を混ぜ、乱切りにしたゆで卵を散らしたらでき

あがり。

問明科保健センター（明科総合福祉センター「あいりす」内）
　（481・2251 681・2943）

作り方

私のおすすめレシピ⑱

パプリカの赤色ご飯がサラダ感覚で、
お子さんにも好評です。

12 月～３月　
冬季休業にご理解ご協力を
緑のリサイクル
　家庭から出た庭木のせん定枝をチップ化する「緑
のリサイクル事業」は、冬季間作業休止のため、12
月から 3 月までせん定枝受け入れおよびチップ配布
を休止します。作業は来年 4 月から再開します。

廃食用油の回収
市では家庭から出た廃食用油をリサイクルして

BDF（バイオディーゼル燃料）を製造していますが、
水を使用する機械のため、冬季は製造できません。
これに伴い、12 月から 3 月まで回収を休止します。
受け入れは来年 4 月から再開します。

冬の間にご家庭で出た廃食用油は、布切れなど
に浸みこませて、もえるごみとして出してください。
問各総合支所地域支援課地域担当

または穂廃棄物対策課（482・3131 ㈹ 682・6622）

１日に摂取する主菜の適量

パプリカとスキムミルクの相性が抜群

�
�
�

A

急な寒波などで、気温がマイナス４℃以下になる
と水道管が凍ったり、破裂したりします。冬季には
必ず凍結防止対策を心掛けてください。　

A．むき出しになった水道管や、風当たりが強かっ
たり、建物の北側に設置されたりしている水道管
や蛇口、水道メータなどが凍結しやすくなります。

A．水道管の露出部分に凍結防止帯や保温材などを
巻き、長期間使用しない時は蛇口を開いたまま不
凍栓を閉じるなどの対策を取ってください。水道
メータボックス内は、ビニール袋に入れた発砲ス
チロール材などを入れると効果的です。（写真）

　　　水道メータは市が貸与し、日常の管理は使
用者が行うことになっています。
凍結防止対策を行わずに水道メータを破損した場
合は、使用者の管理責任として弁償していただく
場合があります。
問豊上水道課管理係（472・3111 ㈹ 672・3176）

●ストーブの近くには、紙や衣類など燃えやすいも
のを置かないようにしましょう。

●ストーブの近くでは、ヘアースプレーなど引火の
危険があるものは使用しないようにしましょう。

●寝るとき、外出するときは、必ず火を消しましょ
う。

電気ストーブ、石油ファンヒータは
●長時間使用しないときは、誤ってスイッチが入る

ことを防ぐために、コンセントを抜きましょう。
また、収納する際は灯油と電池を抜きましょう。

●必ず消火し、火が消えたことを確かめてから給油
しましょう。

問堀危機管理室消防防災担当
（472・6769 672・6739）
豊科消防署（472・3145）
穂高消防署（482・3262）
梓川消防署（478・2090）
明科消防署（462・2992）

い冬の
備えは万全ですか

11 月末から 3 月にかけては、
凍結による水道管や水道メータの破損に注意！

Q．どんなところが凍結しやすいの？

◀袋に入れた発砲スチロール
材を入れて、水道メータの凍
結を防止。

Q．効果的な凍結防止対策はある？

注意

暖房器具を正しく使って火災予防

　暖房器具による火災の原因の多くは使用者の誤使
用、不注意などによるものです。火災が多発する季
節にもう一度正しい使い方を確認しましょう。

魚

肉

卵

豆腐
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12 月の予定

13日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場堀金総合支所　相談室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･12 月 6 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

12日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

21日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

12 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　  　※24・29・31日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

18日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※24・31日は除く
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

３日（月）・★ 17日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
４日（火）・★ 18日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
５日（水）・★ 19日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
６日（木）・★ 20日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
７日（金）・★ 21日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

７日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

毎週水曜日　※ 5・19 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

12 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

４・18日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
６・20日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
11・25日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
12・26日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）

13日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

12 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

December

観劇会「七ひきのこやぎ」 １日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 50円  	劇団こまねずみさんによる「七匹のこやぎ」を鑑賞し、　
　　　　　　　　美味しい豚汁を食べましょう

親子ビクス 10日（月） 10：00 ～ 11：00
要予約  対象：3歳以上の幼児親子 20組　講師：沖由美子先生

身体測定　※自由測定 18日（火） 10：00 ～ 12：00
育児相談 18日（火） 10：30 ～ 12：00
クリスマス会 21日（金） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  	児童館にもサンタさんがやってきます。みんなで楽しく
　　　　　　　　クリスマス会をしましょう。

おはなしどりぃむ ５日（水） 11：00 ～ 11：30（読み聞かせボランティア）

身体測定 ※自由測定 ３日（月） 10：00 ～ 12：00
育児相談 ３日（月） 10：30 ～ 12：00
クリスマス会 19日（水） 10：15 ～ 11：30
 要予約 100円  ※親子20組

しめ縄作り 25日（火） 10：15 ～ 11：30
 要予約 150円  ※親子20組

子育て広場 14日（金） 10：00 ～ 12：00
みんなおいでよ ～しめ縄作り～ 15日（土） 10：00 ～ 11：30 要予約  ※小学生親子対象

おはなしいっぱい　時11：00～11：30

あづみのあのねの会…10日（月）
みんななかよし　時10：30～11：30　※登録児対象

さくらんぼ（0歳児）…4・11・18日（火）／いちご（1歳児）…5・12・19日（水）
りんご（2・3歳児）…6・13・20日（木）

日程変更のお知らせ
11 月 28 日（水）に予定していた「みんなおいでよ～木工工作～」は、11 月
30 日（金）10：30 ～ 11：30 に変更になりました。

児童館お楽しみ会 ８日（土） 13：30 ～ 15：00※大勢の参加をお待ちしています。

ひまわりの日 20日（木） 15：45 ～ 16：30
～クリスマスキャンドル作り～　 ※小学生対象

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　
0歳児…4・11・18日（火）／1歳児…・5・12・19日（水）
2・3歳児…6・13・20日（木）
※内容：グループ活動・クリスマス製作・クリスマス会

親子ふれあい広場　※登録児対象　
0歳児…4・11・18日（火）／1歳児…5・12・19日（水）
2・3歳児…6・13・20日（木）

ママキッズビクス ６日（木） 10：15 ～ 11：00
※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ６日（木） 11：00 ～ 12：00
肉まん・あんまん作り　 ８日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※20組

ぱくぱくらんど ～ベジタブルクレープ～ 11日（火） 10：30 ～ 12：00
講師：食生活改善推進協議会  要予約 100円  ※ 24組

クリスマス会 要予約 100円程度  20日（木） 10：30 ～ 11：30
おはなしムーン 5・12日（水） 11：00 ～ 11：20（読み聞かせボランティア）

　もちつき １日（土） 10：30 ～ 12：00
要申込 あんこ・きなこ・ごまの 3個で100円

クリスマス会 ～0～1歳児対象～ 12日（水） 10：30 ～ 11：30
要申込 100円

クリスマス会 ～2～3歳児対象～ 13日（木） 10：30 ～ 11：30
要申込 100円

クリスマスのフラワーアレンジメント 15日（土） 10：00 ～ 11：00
要申込 材料代1,000円  ※講師：磯明子先生

育児相談 18日（火） 11：00 ～ 12：00
親子で楽しむママキッズ・ビクス 20日（木） 10：15 ～ 11：00
※講師：佐藤貴子先生　持ち物：うわばき・水筒

絵本・紙芝居の読み聞かせ　時10：30～11：00　

おはなしムーン…4・18 日（火）／コロボックル…11・25 日（火）

身体測定日 ※自由測定 17日（月） 10：00 ～ 12：00
育児相談 17日（月） 10：30 ～ 12：00
クリスマス会 18日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※ 20組程度

わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生（講師・内容が変更となる日あり）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

チャレンジクラブ～写真立て作り～ １日（土） 10：30 ～ 11：30
卓球の日 ８日（土） 14：00 ～ 15：00
ぱくぱくらんど ～こねつけ～ 12日（水） 10：00 ～ 11：30
 要予約 親子で150円

育児相談＆おはなし会 14日（金） 10：30 ～ 12：00
餅つき会 要予約 100円 15日（土） 10：30 ～ 12：00
クリスマス会 要予約 200円 22日（土） 13：30 ～ 16：00※小学生対象

キッズリユース広場 25日（火） 11：00 ～ 11：30
絵心教室 ～干支の飾り物～ 28日（金） 10：30 ～ 11：30
いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

ゲーム遊び…3日（月）／クリスマスツリー作り…7日（金）
リズム遊び…10日（月）
クリスマス会 要予約 100円 21日（金） 11：00 ～ 12：00

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  

６日（木）　場三郷公民館／13日（木）　場豊科公民館

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

２日（日）場問豊科老人福祉センター （℡73-7143・FAX73-7147）
９日（日）場問穂高地域福祉センター （℡82-2940・FAX82-9621）
16日（日）場問三郷福祉センター （℡77-8080・FAX77-8081）

2日（日） 9日（日） 16日（日） 23日（日） 24日（月・祝） 29日（金・歳末） 30日（日） 31日（月・歳末）
や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

飯 田 医 院
83-5061［穂高］

古 川 整 形 外 科
82-8880［穂高］

塔の原内川医院
81-2121［明科］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

下 條 歯 科 医 院
72-7433［堀金］

古川医院
82-4385［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

柏原クリニック
82-7222［穂高］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

ふじもり医院
72-2011［豊科］

たかはしクリニック
77-7880［三郷］

中 島 整 形 外 科
72-3543［豊科］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

土屋クリニック
71-1811［豊科］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

よこさわ歯科医院
82-2121［穂高］

林 歯 科 医 院
62-2403［明科］

市 川 歯 科 医 院
72-2116［豊科］

丸 山 歯 科 医 院
82-7505［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］
須澤クリニック
82-2993［穂高］
こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］
高橋喜博歯科医院
73-3771［堀金］
山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

穂高地区 3 館合同　穂高児童館祭り
“きね”と“臼”を使った餅つきなどを行います。予約は不要です。
お誘いあってお出かけください。
時８日（土）　10：00 ～ 13：00　場穂高西部児童館
参加費　チケット 1 枚 200 円（おつりのないようご協力を！）

年末年始の休館について
12月29日（土）～１月３日（木）まで

年末年始のため市内児童館は休館となります。
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古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

2012.11.1現在　（ ）内は対前月比

人口  99,475人（ ＋2）

 男  48,278人（ ＋7）

 女  51,197人（ －5）

世帯  37,710世帯（ ＋28）

※来年 1 月 27 日に安曇野検定が行われます。皆さんも腕試ししてみてください。　　　　答えは 19 ページ

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 3

問題１【歴史・文化・伝統編】

トレッキングコースとして生まれ変わった旧国鉄篠ノ井
線の明科駅と西条駅の間には、大小５つのトンネルがあ
ります。今でも明治時代の面影が色濃く残る総レンガ造
りのトンネルはどれでしょう。
①三

さ ご や ま

五山トンネル　②漆久保トンネル　
③旧第１白坂トンネル　④旧第２白坂トンネル

問題２【歴史・文化・伝統編】

イギリス人の登山家ウォルター・ウェストンが宿泊
したことでも知られる堀金地域にある 300 年の歴史
を刻む本棟造りの大庄屋はどれでしょう。
①等々力家　②藤森家　③曽根原家　④山口家

問題３【自然科学編】

地下水位は、１年間で変動しますが、安曇野で地下
水位が１番高くなるのどの時期でしょう。
①４～５月　②７～８月　③10～11月　④１月～２月

問題４【自然科学編】

帰化植物（人の活動により外国から入って来て日本
で野生化した植物）が安曇野市でも増加して問題に
なっていますが、次のうち日本の在来種である植物
はどれでしょう。
①アレチウリ　②シロツメクサ　③クズ
④ハリエンジュ（ニセアカシア）

旧国鉄篠ノ井線廃線敷トレッキングコース

わさび田湧水群「憩いの池」（県民豊科運動広場北側）


